
難病患者支援講座

対象　難病等コミュニケーションが困難な方に
 　関わる職種、ご家族の方 ... 等

　症状の進行とともに音声による意思疎通が徐々に困難になる難病等の疾患がありますが、

コミュニケーション機器導入を難しく捉えたり、相談窓口がわからなかったり

使用を躊躇してませんか。機械を利用した意思伝達装置はテクノロジーの発展とともに

活用範囲が広がり、患者のわずかな残存部位によるスイッチや視線での入力だけで、

文書作成、メール送信、身の回りの家電制御…など可能になります。

コミュニケーションについて再度考え、最新の機器の詳しい紹介と体験をしてみませんか。

[主催 ]岡山県難病団体連絡協議会　　　　[共催 ]岡山県難病医療連絡協議会

[後援 ]岡山共同募金会

お問い合わせ先

岡山県難病医療連絡協議会 

〒700-8558 岡山市北区鹿田町 2丁目 5-1 岡山大学大学院 神経内科学内

難病診療連携コーディネーター　上野　慈（うえの　めぐみ）TEL　 080-5621-6143【10:00 ～ 15:00】

日時 令和 5 年 12 月 7 日（木）13:00 ～ 16:00　
場所 きらめきプラザ 401 号室

　　　　岡山市北区南方 2 丁目 13-1（旧国立病院跡）

申込方法 　右記 QR コードよりお申し込みください。

1. 岡山県在宅難病患者一時入院事業
  　　　　 岡山県難病医療連絡協議会

2. 難病患者の意志伝達方法とは
  　　　　　　橋本義肢製作 ( 株 ) 石原　洋


